




サムネイル画像ギャラリー
赤外線画像の撮影中に、カメラのメ
モリに入っている撮影済みの画像と
照合することがあります。そのため、
フリアーシステムズの全てに赤外線
サーモグラフィには、検索しやすい
サムネイル画像ギャラリー機能が搭
載されており、保存した赤外線画像
から必要な1枚を素早く探すことが
できるため、非常に便利で時間の節
約になります。

音声およびテキストコメント
検査と報告書作成の迅速化を図るため、内蔵スクリー
ンキーパットによるコメント入力機能がついた赤外線サ
ーモグラフィがあります。この機能を使えば、報告書作
成の効率が大きく向上します。さらに、高度な機種では、
検査中に音声コメントを記録できます。この機能があれ
ば、検査中のコメントの入力の時間を削減できます。

GPS機能
赤外線画像を撮影した場所を忘れて
しまったことはありませんか？ 撮影場
所を書いたメモをなくしてしまったこ
とはありませんか？ フリアーシステム
ズの最先端モデルにはGPS機能が付
いており、赤外線画像にGPS位置情報
を付加できます。この機能は、角画像
の撮影場所情報を記録する際に非常
に便利です。
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外部検査・測定ツールとの互換性
機器に関する情報として温度だけでは不十分な場合がありま
す。このような場合、機器の全体像を把握するため、予知・保守
点検ではクランプメーターなどのセンサーを使用して検査を行
います。クランプメーターの測定値はその場で記録され、後に
報告書に記載されます。しかし、この方法は非効率であり、人的
エラーが発生しやすいという問題があります。 

フリアーシステムズは、検査の信頼性を高めるため、Bluetooth 
MeterLinkを使い、クランプメーターの測定値を自動保存でき
る赤外線サーモグラフィを提供しています。測定値を手書きで
記録する方法はもはや過去のものです。 Bluetooth MeterLink
を使えば、クランプメーターの測定値を自動的にカメラにワイ
ヤレス送信し、対応する赤外線画像に保存できます。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本国内未発表）
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ワイヤレス接続
WiFi技術を使えば、ワイヤレス通信が可能です。画像をカメラから
直接スマートフォンやタブレットPCCにワイヤレスで送ることもでき
ます。

WIFI

*2011年11月現在、iPad/iPhoneだけでなくアンドロイドOSの機種にも対応した
ソフトウェアがあります。詳細については、弊社までお問い合わせください。
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5. ソフトウェア
検査を実施した後は、上司やお客さまへ検査
結果の報告を行うことがあります。赤外線画像
の分析と検査結果のレポート作成は重要な作
業です。赤外線サーモグラフィを購入する際
は、画像分析や報告書作成ができる基本ソフト
ウェアパッケージの付属した製品を選ぶことを
お勧めします。
 
一般的に、赤外線サーモグラフィに付属するソ
フトウェアは、基本的な報告書作成機能と解析
機能を備えています。さらに、単一点での温度計測機能やその他の基
本的な測定ツールも付属しています。
 
フリアーシステムズの赤外線サーモグラフィは、さらに高度な解析及
び報告書作成オプションを求める声に応えて、以下のような機能を備
えた包括的なソフトウェアパッケージを提供しています。

- 報告書のページデザインやレイアウトを柔軟に変更できるカ
スタマイズ機能

- 強力な温度解析ツール：複数点・エリアの測定、温度差測定
- トリプルフュージョン・ピクチャー・イン・ピクチャー（移動、サイ

ズ変更、拡大縮小が可能）
- トレンド解析機能
- 赤外線画像の測定値を使った計算式の作成
- ラジオメトリックシーケンスを直接レポートで再生可能 
- レポート作成に必要な画像を素早く探せる検査機能
- 数枚の画像を1枚につなぎ合わせるパノラマツール

 
問題箇所がどこにあるかを明確に示し、予防措置をとる必要性がある
ことを上司やお客さまに納得してもらうには、信頼性の高い解析情報
を提示した説得力のあるレポートが必要です。

6. トレーニングの必要性
フリアーシステムズは、世界的な赤外線トレーニング基幹である赤
外線技術トレーニングセンター(ITC)（ISO取得）と提携しています。
日本では、ITC レベル1・2コースを日本語で開催し、多くの赤外線サ
ーモグラフィユーザーの方にご参加いただいています。詳しくは弊
社ウェブサイトにてご確認ください。

40 41



赤外線サーモグラフィによる検査方法
赤外線サーモグラフィを選んだら、次は検査を開始しなければなり
ません。この章では、赤外線画像検査の進め方について説明してい
きます。

1. 検査リストの作成
まず、検査が必要な機器/設備をすべてリストアップしてください。
企業では、既存のリストが利用できる場合も多いでしょう。その場合
は、赤外線画像検査にそぐわない機器/設備があれば、リストから外
してください。

次に、リストに挙げられた機器/設備に優先順位を付けます。保守点
検記録や製造記録を見直し、故障が起きやすい機器があれば、精密
検査の対象とします。また、機器/設備に故障があった場合の直接的
な影響の大きさも勘案します。重要機器の検査は頻繁に必要です
が、一時的に不具合が生じても全体工程に影響を及ぼさない機器の
検査はそれほど頻繁に行う必要はありません。

こうした情報に基づき、赤外線検査のスケジュールを立てます。しか
し、まだ準備は整っていません。検査を開始する前に、もう一つ重要
な作業があります。

2. ベースライン検査
機器の問題を診断する検査を開始する前に、基準となる資料が必要
です。そのため、検査対象となる全ての機器の赤外線画像を撮影す
ることをお勧めします。この作業は、通常の稼働状態で実施します。
故障しやすい主要部品やシステムを有する機器については、1台に
つき複数枚の赤外線画像を撮影すべきでしょう。 

7
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撮影した画像は検査基準として使用するため、このベースライン検
査は極めて重要です。本書の3章に記載した項目に注意を払い、正
確な温度測定をしてください。ベースライン検査のレポートには、各
機器の放射率や反射率の設定値など撮影に使用した方法、並びに
各画像の撮影場所の説明を記載します。

ベースライン画像のデータベースが揃ったら、各機器/設備の許容
可能な温度帯とアラーム作動温度を決定します。アラーム設定を行
うことで、赤外線画像内に閾値を超えるホットスポットがあればアラ
ームが作動するため、検査の迅速化を図ることができます。このア
ラーム作動温度を将来の使用のために記録します。

このベースライン検査データはすべて、今後の検査で機器の異常
を診断する際に役立つ重要な情報です。

3. 検査の開始
ベースライン検査を全て実施し、報告書作成が完了したら、機器/
設備の検査を開始する準備が整いました。機器の故障しやすさ、並
びに全体工程への故障の影響を勘案した検査対象機器/設備リスト
と検査スケジュールが揃います。

機器/設備を検査する際には、アラーム作動温度を正確に設定した
上で、検査を開始します。アラームが作動すれば、精査の必要がある
ことを意味します。
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ただし、アラーム設定があるからといって、赤外線画像のきめ細かいチェ
ックが必要なわけではありません。赤外線サーモグラフィのオペレーター
は赤外線技術の物理特性と検査対象機器の特性の両方について精通し
ている必要があります。例えば、破断したヒューズや冷却材の流れが悪く
なった冷却システムを検査する場合、ホットスポットではなく、コールドス
ポットが異常の兆候を示します。ですから、赤外線サーモグラフィのオペレ
ーターは、機器のあらゆる不具合にどのような温度変化が伴うかを理解し
ておくべきなのです。

4. 解析と報告書作成
機器/設備の検査が全て完了したら、事務所に戻り、画像の解析と結果を
レポートにまとめる作業が待っています。ただし、解析と報告書作成で全
てが終了するわけではありません。プロフェッショナル向報告書作成ソフ
トウェアFLIR Reporter（レポーター）を使えば、機器の経時的な温度デ
ータを理解しやすい表やグラフに正確に記録できます。こうしたデータに
より、メンテナンスが必要な時期の予測ができるようになり、計画的な保
守管理が可能になります。

（日本語対応）
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FLIR i3/i5/i7

FLIR Eシリーズ

FLIR Tシリーズ

FLIR T600シリーズ

FLIR SCシリーズ

*ご購入から30日以内に、オンラインないしFAXにて製品登
録いただくと保証期間が延長されます。
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赤外線サーモグラフィによる貴社設備/機器診断に関するご相談は
弊社もしくはお近くの弊社代理店までお気軽にどうぞ。

www.fl ir.com/thg

フリアーシステムズジャパン株式会社
〒141-0031
東京都品川区西五反田3-6-20
西五反田アクセス8F
☎：　 03-6277-5681
FAX： 03-6277-5682
Eメール：info@flir.jp

T8
20

26
4 

_P
M

 G
ui

de
_J

P


